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①①①①①①①①①①①①①① 環環環環環環環環環環環環環環境境境境境境境境境境境境境境のののののののののののののの保保保保保保保保保保保保保保①環境の保全全全全全全全全全全全全全全全

（担当：住民課住民活動グループ）

資源ごみを自主的に回収する子ども会８団体に

対して、回収量に応じて奨励金を支出しました。

＜平成24年度の回収量＞

新聞紙 84トン 段ボール 23トン

アルミ缶 １トン 紙パック １トン

雑誌 28トン ビン ４トン

スチール缶 ２トン

合計 143トン

リリサイクル活動の奨リサイクル活動の奨励励 43万43万円円

（担当：住民課住民活動グループ）

家庭から排出される生ごみを堆肥化して有効利

用し、生ごみの減量化を図るため、処理機器を購

入した方に費用の一部を助成しました。

助成実績は、コンポスト容器29台、電気式生ご

み処理機５台です。

生ごみ処理機の助生ごみ処理機の助成成 31万31万円円

一般家庭や事業所の灯油タンクの破損などによる油の流出を防ぐために吸着マットを購入しました。

また、再生可能エネルギーについて興味や関心を高めるため、再生可能エネルギーのひとつである太陽光

で発電する装置（ソーラーパネル）を使い、家電製品を動かす実演会を３回行いました。

（担当：住民課住民活動グループ）

自然環境を保全する活自然環境を保全する活動動 42万42万円円
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（担当：住民課住民活動グループ）

町内から出たごみを、滝川市にある処理施設

（リサイクリーン）で処理するための費用を負担

しています。

「リサイクリーン」は、滝川市、赤平市、芦別

市、雨竜町、新十津川町の３市２町で構成する、

中空知衛生施設組合で運営しています。

ごごみ処理施設の運ごみ処理施設の運営営 7479万7479万円円

（担当：住民課住民活動グループ）

平成25年度から稼動した、中空知、北空知管内

14市町の共同運営による燃やせるごみの焼却施設

（歌志内市）の建設にかかった経費です。

ごみ焼却施設の建ごみ焼却施設の建設設 5612万5612万円円

各家庭などから出されたごみを集め処理施設まで運ぶ経費と、指定ごみ袋を作る経費です。

新十津川町環境基本計画では、町民１人が１日に出すご

みの量を平成31年度に695グラムにまで減らそうという目

標を立てています。

平成24年度は、763グラムでしたので、今後もごみ減量

に向けて取り組んでいくことが大切です。

町は、ごみの減量に向けて家庭でできる取り組みなどを

お知らせしていきますので、今後も皆さん一人一人のご協

力をお願いします。

＜平成24年度の排出量（町全体）＞

燃やせるごみ………882トン

燃やせないごみ……108トン

生ごみ………………472トン

資源ごみ……………413トン

粗大ごみ…………… 81トン

合計 1956トン

（担当：住民課住民活動グループ）

ごみ収ごみ収集集 4068万4068万円円
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（担当：住民課住民活動グループ）

合併浄化槽は、家庭から出される生活排水を浄

化する装置で、くみ取り式便所や単独浄化槽から

合併浄化槽へ切り替える際の助成金を交付してい

ます。

平成24年度は、５人槽２件、７人槽５件の助成

を行いました。

合合併浄化槽設置助合併浄化槽設置助成成 270万270万円円

（担当：住民課住民活動グループ）

総進区にあるごみ埋め立て処理施設の管理運営

費です。

現在は、リサイクリーンで細かく砕かれた燃や

せないごみと、中空知衛生センターで処理された

汚泥を埋め立てています。

埋め立て処分施設の管埋め立て処分施設の管理理 748万748万円円

（担当：住民課住民活動グループ）

し尿のくみ取りや運搬経費です。くみ取り量は、

人口の減少や、下水道及び合併浄化槽の普及によ

り、年々減少しています。

しし尿くみ取し尿くみ取りり 671万671万円円

（担当：住民課住民活動グループ）

滝川市にある、し尿処理施設「中空知衛生セン

ター」の維持管理費と、施設費を負担しています。

「中空知衛生センター」は、滝川市、雨竜町、新

十津川町の１市２町で運営しています。

し尿処理施設の運し尿処理施設の運営営 2764万2764万円円

13

まちづくり読本 ＜決算版＞

1

助成件数
助成率

（助成金限度額）
助成対象

６件
工事費用の５分の１

（限度額30万円）
既存住宅で、50万円以上の工事省エネ改修工事

０件
診断費用の３分の２

（限度額４万円）
既存のすべての住宅耐 震 診 断

０件
工事費用の５分の１

（限度額75万円）

耐震診断の結果、耐震基準を満

たしていないと判断された、昭

和56年５月31日以前に着工した

住宅

耐震改修工事

隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠 生生生生生生生生生生生生生生活活活活活活活活活活活活活活基基基基基基基基基基基基基基盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤のののののののののののののの充充充充充充充充充充充充充充生活基盤の充実実実実実実実実実実実実実実実

町内の個人が所有する住宅について、燃料資源

が節減される省エネ改修工事に対して、助成金を

交付しました。

耐震化を促進するための耐震診断と、耐震改修

工事の助成申請はありませんでした。

（担当：建設課都市管理グループ）

安安心すまいる助成事業の実安心すまいる助成事業の実施施 125万125万円円

（担当：建設課都市管理グループ）

公営住宅トップ団地２棟72戸、特定公共賃貸住

宅フィールドニュー１棟６戸の適正な維持管理を

するため、屋上の防水と外壁の塗装を行いました。

公公営住宅等の外部改公営住宅等の外部改修修 1174万1174万円円

（担当：建設課都市管理グループ）

公営住宅などの住環境の整備と、長寿命化を図

ることを目的に、平成34年度までの維持管理の方

針や改善、建替計画を策定しました。

また、町内の住宅環境整備に係る課題を検討し、

長寿命化計画の枠組みとなる住生活基本計画も策

定しました。

計画策定には、策定委員会及び作業部会を設置

し、総合行政審議会住民生活部会の意見を伺い策

定作業を進めました。

公営住宅等長寿命化計画の策公営住宅等長寿命化計画の策定定 357万357万円円

＜助成対象と平成24年度の助成件数＞
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６市４町（芦別市、赤平市、滝川市、砂川市、

歌志内市、美唄市、奈井江町、上砂川町、浦臼町、

新十津川町）で共同利用している終末処理施設の

整備や管理に必要な費用を負担し、過去の下水道

整備の借金を返済しました。

（担当：建設課都市管理グループ）

下下水道の管下水道の管理理 １億5646万１億5646万円円

（担当：建設課都市管理グループ）

水道施設などの建設費用の一部負担や、徳富ダ

ムの建設工事費の出資を行いました。

水道企業団への負担水道企業団への負担金金 41641699万円万円
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③③③③③③③③③③③③③③③ 交交交交交交交交交交交交交交通通通通通通通通通通通通通通環環環環環環環環環環環環環環境境境境境境境境境境境境境境のののののののののののののの充充充充充充充充充充充充充充交通環境の充実実実実実実実実実実実実実実実

冬期間の快適な生活環境と安全な交通の確保を

図るため、町が所有している除雪機械と民間から

借り上げた除雪機械を使って、町道247路線、除雪

延長190㎞の除排雪を行いました。

平成24年度は、寒い日が続き、降雪量も例年を

上回り、２年連続の大雪となりました。そのため、

通常の除雪回数が大幅に増えると同時に排雪回数

も増え、経費が大幅に増加しました。

（担当：建設課土木グループ）

町町道の除排町道の除排雪雪 １億2850万１億2850万円円

皆さんの生活の足である路線バスを維持するために、町内各方面を運行している中央バス７路線のうち６

路線に対して、運行赤字の一部を助成しました。

また、平成21年度から３年間行った実証運行の結果を踏まえ、平成25年４月１日からの本格運行に向けた

徳富区方面の乗合タクシーや花月区方面の乗合ワゴンの周知活動を行いました。

地域公共交通を検討する機関「新十津川町地域公共交通活性化協議会」では、今後の運行状況を随時把握

しながら、地域住民にとってより良い運行形態となるよう協議します。

＜中央バス運行赤字助成＞

対象路線 ：滝川浦臼線、滝川北竜線、花月砂川線、総進線、ふるさと公園線、上総進線

＜助成額の変遷＞

実質赤字 うち助成額

Ｈ20 2932万円 1702万円

Ｈ21 3004万円 1700万円

Ｈ22 3084万円 1856万円

Ｈ23 3164万円 1992万円

Ｈ24 3221万円 1881万円

＜地域公共交通活性化協議会負担金＞

住民周知用パンフレット代 15万円

中央バス利用者向けチラシ・ポスター代 10万円

（担当：総務課企画調整グループ）

地域公共交通の確地域公共交通の確保保 1931万1931万円円

Ｈ24Ｈ23Ｈ22Ｈ21Ｈ20

12,85013,6397,81312,7938,389除排雪費（万円）

850812553875640年間降雪量（㎝）

12515011015995最大積雪深（㎝）

5342274442出動回数（回）

22121排雪回数（回）
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安全で円滑な交通を確保するため、町道西２線ほか

８路線（約3.3㎞）の改修を行いました。また大和地

区にある町道の路線名が分かる標示板を設置しました。

（担当：建設課土木グループ）

道道路整道路整備備 １億4512万１億4512万円円

〈主要工事箇所〉

（補助事業）

①西２線道路舗装工事

②西２線道路改築舗装工事その１

③西２線道路改築舗装工事その２

④道路名標識板設置工事

（町費単独事業）

⑤学総線舗装補修工事

⑥西１線舗装改修工事

⑦西村農場２号線歩道改修工事

⑧北３線舗装改修工事

⑨青葉６条通り舗装補修工事

⑩みどり団地内道路改築舗装工事（３路線）

町道に架設された橋の維持管理は、今後、老朽

化する橋が増加することを踏まえ、厳しい財政状

況の中、効率的で合理的な維持補修対策を行う必

要があります。

損傷が大きくなってから対策を行う「事後保

全」ではなく、事前に調査を行い、損傷が大きく

なる前に対策を行う「予防保全」を導入すること

により、修繕・架替に要する費用を縮減すると共

に、費用が一時期に集中しないよう、平準化を図

ります。

平成24年度は、町が管理する橋梁135橋のうち、

92橋を点検し、うち84橋の維持管理計画を策定し

ました。

（担当：建設課土木グループ）

橋梁長寿命化修繕計画の策橋梁長寿命化修繕計画の策定定 531万531万円円
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